
東方音楽隊が中高生に一期一会の演奏指導

海自水中処分母船を学生等に公開　乗員と一対一で会話も
今
回
は
主
に
自
衛
隊
に
興
味
の
あ
る
学
生
や
そ
の
家

一
方
、
岸
壁
で
は
本
物
の
南
極
の
氷
に
触
れ
る
こ
と

地
域
と
の
交
流
を
大
切
に
広
報
活
動
に
励
ん
で
い
く
。

の
仕
事
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
引
き
続
き

海
上
自
衛
隊
水
中
処
分
母
船
３
号
の
特
別
公
開
を
支
援

２
日
間
と
も
晴
天
に
恵
ま
れ
、
参
加
者
は
同
船
の
船

り
た
い
」
と
い
っ
た
具
体
的
な
夢
を
持
っ
て
参
加
す
る

生
や
家
族
に
自
衛
隊
や
自
衛
官
の
採
用
コ
ー
ス
な
ど
に

と
２
２
日
（
日
）、
焼
津
港
（
焼
津
市
）
に
入
港
し
た

ク
レ
ー
ン
、
ダ
イ
バ
ー
で
あ
る
水
中
処
分
員
が
身
に
付

含
む
１
１
４
人
が
参
加
し
た
。

め
、
藤
枝
所
は
自
衛
官
採
用
制
度
説
明
コ
ー
ナ
ー
で
学

け
る
用
具
な
ど
を
見
学
し
た
。

学
生
も
お
り
、
真
剣
な
眼
差
し
で
自
衛
官
か
ら
話
を
聞

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
藤
枝
地
域
事
務
所
（
所

普
段
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
船
内
の
様
子
に
参
加

か
」「
横
須
賀
か
ら
ど
の
く
ら
い
か
か
り
ま
し
た
か
」

と
乗
員
に
質
問
を
投
げ
か
け
て
い
た
。

ま
た
、
同
船
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
経
歴
や
職
種
の
隊
員

っ
ぱ
吹
奏
が
得
意
で
す
」「
海
外
で
仕
事
を
す
る
機
会

も
あ
る
の
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
働
け
ま
す
」
と
、
参
加

藤
枝
所
は
、
地
域
住
民
に
自
衛
隊
の
活
動
や
自
衛
官

船
の
舵
を
取
る
艦
橋
や
、
甲
板
に
設
置
さ
れ
た
揚
収
用

く
魅
力
を
伝
え
た
。

こ
れ
は
、
中
学
・
高
校
生
と
自
衛
隊
の
音
楽
隊
が
音

参
加
者
と
隊
員
が
合
同
で
演
奏
し
、
一
期
一
会
の
演
奏

め
の
吹
奏
楽
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
を
支
援
し
た
。

生
８
２
人
が
参
加
し
た
。

大
切
に
し
た
指
導
内
容
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

職
業
と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
い
く
。

「
陸
上
自
衛
隊
東
部
方
面
音
楽
隊
に
よ
る
中
高
生
の
た

事
前
に
指
導
曲
「
ア
フ
リ
カ
ン
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」

の
高
揚
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
助
と
す
る
こ
と
を
目
的

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
藤
枝
地
域
事
務
所
（
所

活
躍
す
る
隊
員
か
ら
楽
器
を
吹
く
際
の
口
や
肺
の
動
き

ま
で
響
く
よ
う
に
な
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
た
。

一
方
、
参
加
者
か
ら
も
「
普
段
ど
の
よ
う
に
練
習
を

あ
り
、
隊
員
の
技
術
を
吸
収
し
よ
う
と
努
力
し
て
い

最
後
は
、
翌
日
に
音
楽
隊
の
演
奏
会
が
開
か
れ
る
演

藤
枝
所
は
、
今
後
も
広
報
活
動
を
実
施
し
若
者
に
自

ま
た
、
息
の
吸
い
方
や
ス
ピ
ー
ド
、
抑
揚
の
付
け

で
演
奏
し
て
い
ま
す
か
」
と
い
っ
た
積
極
的
な
質
問
が

島
田
市
民
総
合
施
設
プ
ラ
ザ
お
お
る
り
で
開
催
さ
れ
た

楽
を
通
じ
て
交
流
す
る
こ
と
で
、
青
少
年
の
音
楽
文
化

者
た
ち
。
楽
器
ご
と
の
パ
ー
ト
練
習
で
は
、
第
一
線
で

と
で
、
音
色
に
よ
り
一
層
感
情
が
加
わ
り
、
音
が
遠
く

奏
ホ
ー
ル
に
移
動
し
、
ス
テ
ー
ジ
や
客
席
を
使
用
し
て

長
・
宝
保
竜
平
１
等
陸
尉
）
は
１
０
月
２
１
日
（
土
）

し
た
。

族
を
対
象
と
し
て
お
り
、
事
前
予
約
を
し
た
２
２
人
を

長
や
乗
員
か
ら
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、

者
は
興
味
津
々
で
、「
最
高
速
度
は
ど
の
く
ら
い
で
す

が
乗
っ
て
お
り
、「
潜
水
艦
に
乗
っ
て
い
ま
し
た
」「
ら

者
と
一
対
一
で
自
ら
の
経
験
や
海
上
自
衛
官
と
し
て
働

が
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
が
参
加
者
や
通
行
人
の
関
心
を
集

つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。「
海
上
自
衛
隊
の
幹
部
に
な

い
て
い
た
。

長
・
宝
保
竜
平
１
等
陸
尉
）
は
１
１
月
４
日
（
土
）、

と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
。
市
内
在
住
・
在
学
の
中
高

の
楽
譜
を
受
け
取
り
、
個
人
練
習
を
重
ね
て
き
た
参
加

な
ど
体
の
構
造
か
ら
教
わ
り
、
参
加
者
た
ち
は
基
本
を

方
、
指
の
置
き
方
と
い
っ
た
細
部
に
ま
で
気
を
配
る
こ

し
て
い
る
ん
で
す
か
」「
本
番
は
ど
の
よ
う
な
気
持
ち

た
。

指
導
を
締
め
く
く
っ
た
。

衛
隊
の
音
楽
隊
を
知
っ
て
も
ら
い
、
や
り
が
い
の
あ
る

タミヤフェアで自衛隊車両を展示　ミニ１０式戦車も初登場
陸
上
自
衛
隊
第
３
４
普
通
科
連
隊
（
御
殿
場
市
）

で
き
て
い
な
い
」
と
い
う
も
の
の
、
１
０
式
戦
車
特

開
催
さ
れ
た
タ
ミ
ヤ
フ
ェ
ア
２
０
２
３
で
広
報
活
動

触
れ
る
Ｆ
ー
４
戦
闘
機
の
操
縦
桿
、
自
衛
官
が
制
服

味
津
々
だ
っ
た
。

じ
る
つ
く
り
に
「
再
現
度
が
す
ご
い
」「
ど
う
や
っ

（
日
）、
ツ
イ
ン
メ
ッ
セ
静
岡
（
静
岡
市
）
に
お
い
て

会
場
に
は
模
型
フ
ァ
ン
や
家
族
連
れ
な
ど
が
多
く

ブ
ー
ス
で
は
、
静
岡
地
本
が
航
空
機
や
艦
艇
の
模
型
、

る
か
ご
や
け
ん
引
ワ
イ
ヤ
ー
な
ど
、
こ
だ
わ
り
を
感

訪
れ
、
珍
し
い
自
衛
隊
車
両
に
触
れ
た
り
、
隊
員
か

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
武
田
恭

ら
説
明
を
聞
い
た
り
し
て
自
衛
隊
へ
の
理
解
を
深
め

今
回
、
静
岡
募
集
案
内
所
長
の
伊
藤
通
孝
２
等
陸

尉
が
作
製
し
た
「
ミ
ニ
１
０
式
戦
車
」
が
初
登
場
し
、

人
気
を
集
め
た
。
こ
れ
は
、
機
甲
教
導
連
隊
が
作
製

個
人
で
作
製
し
た
も
の
。
車
体
に
メ
ッ
シ
ュ
状
の
ト

リ
カ
ル
ネ
ッ
ト
を
使
用
し
た
軽
量
仕
様
で
、
砲
塔
か

ざ
ま
な
広
報
活
動
を
実
施
し
て
い
く
。

の
試
着
体
験
な
ど
を
行
っ
た
。

作
製
し
た
伊
藤
２
尉
は
「
ま
だ
６
割
く
ら
い
し
か

一
１
等
空
佐
）
は
１
１
月
１
８
日
（
土
）
と
１
９
日

を
行
っ
た
。

の
軽
装
甲
機
動
車
と
高
機
動
車
が
目
を
引
く
自
衛
隊

に
着
け
る
記
念
章
・
き
章
の
展
示
、
子
供
用
迷
彩
服

て
い
た
。

し
た
ミ
ニ
１
６
式
機
動
戦
闘
車
を
参
考
に
、
所
長
が

ら
上
半
身
を
出
す
形
で
着
用
で
き
る
。

有
の
フ
ォ
ル
ム
や
キ
ャ
タ
ピ
ラ
、
後
部
に
付
い
て
い

て
作
っ
た
ん
で
す
か
」
と
模
型
好
き
の
来
場
者
は
興

し
、
自
衛
隊
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
さ
ま


